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(57)【要約】
【課題】トラカールに様々な外径の軟性内視鏡を通して
も気密を保つことができ、しかも使い勝手が簡単で使い
易い手術用内視鏡装置を提供すること。
【解決手段】可撓管部１１がトラカール３０に通された
状態のときに可撓管部１１とトラカール３０との間に磁
力による吸引力が径方向に生じる磁石１１０，３２が可
撓管部１１の外周壁内とトラカール３０の内周壁内とに
配置され、可撓管部１１がトラカール３０に通されて、
可撓管部１１側の磁石１１０とトラカール３０側の磁石
３２とが引き付け合うことにより、可撓管部１１の外周
面とトラカール３０の内周面とが、少なくともその一方
が膨らんだ状態になって密着するようにした。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可撓性のある可撓管部の先端に、遠隔操作によって屈曲させることができる湾曲部が連
結されて、観察窓が配置された先端部本体が上記湾曲部の先端に連結された構成の可撓性
挿入部を備えた軟性内視鏡と、その軟性内視鏡の可撓性挿入部を体内に案内するためのト
ラカールとが設けられた手術用内視鏡装置において、
　上記可撓管部が通る上記トラカールの内周面又は上記可撓管部の外周面の少なくとも一
方が膨縮性を備えた壁面で形成されると共に、
　上記可撓管部が上記トラカールに通された状態のときに上記可撓管部と上記トラカール
との間に磁力による吸引力が径方向に生じる磁石が上記可撓管部の外周壁内と上記トラカ
ールの内周壁内とに配置され、
　上記可撓管部が上記トラカールに通されて、上記可撓管部側の磁石と上記トラカール側
の磁石とが引き付け合うことにより、上記可撓管部の外周面と上記トラカールの内周面と
が、少なくともその一方が膨らんだ状態になって密着することを特徴とする手術用内視鏡
装置。
【請求項２】
　上記可撓管部に設けられた磁石が、上記可撓管部の軸線を囲んで配置された永久磁石で
ある請求項１記載の手術用内視鏡装置。
【請求項３】
　上記トラカールに設けられた磁石が、上記トラカールの軸線を囲んで配置された電磁石
である請求項１又は２記載の手術用内視鏡装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、腹腔鏡手術（又は胸腔鏡手術）等の際に体内の手術部位を観察するための
軟性内視鏡と、その軟性内視鏡を体内に案内するために体壁部に突き刺された状態に配置
されるトラカールとを備えた手術用内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　腹腔鏡手術等は、内視鏡と患部との間に適度な間隔を確保するために、外部から注入し
た気腹ガスで腹腔を膨らませた状態で行われる。トラカールに軟性内視鏡が挿入された状
態の時に、トラカールと軟性内視鏡との間に隙間があると、そこから気腹ガスが抜け出し
て患部との間隔を適度に保つことができなくなってしまう。
【０００３】
　そこで、気腹ガスが抜け出すのを防止するための気密弁が設けられたトラカールが用い
られる。具体的には、トラカールの先端開口部に、磁力で閉じることができるフラップ弁
が設けられたものや（例えば、特許文献１）、軟性内視鏡等が通過する通孔を備えたシー
ル部材が設けられたトラカール（例えば、特許文献２）等がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０００－２４６
【特許文献２】特開平５－２９３１１２
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、特許文献１に記載された発明では、フラップ弁の他にトラカールの入口側開口
部を塞ぐための蓋状の部材が必要であり、トラカールに軟性内視鏡が通された状態で気密
性を保持することは難しい。
【０００６】
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　一方、引用文献２に記載された発明においては、トラカールに様々な外径の軟性内視鏡
等を通した場合でも気密を保てるように、通孔の径が相違する多数のシール部材の中から
その一つを選択して使用することができるようになっている。
【０００７】
　しかし、そのようなトラカールはシール部材の選択作業が煩雑で使い難いだけでなく、
トラカールに通される軟性内視鏡の挿入部の外径にピッタリの通孔（即ち、気密性が確保
された状態で軟性内視鏡を進退させることができる径の通孔）がなければ使用することが
できない。
【０００８】
　本発明は、トラカールに様々な外径の軟性内視鏡を通しても気密を保つことができ、し
かも使い勝手が簡単で使い易い手術用内視鏡装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記の目的を達成するため、本発明の手術用内視鏡装置は、可撓性のある可撓管部の先
端に、遠隔操作によって屈曲させることができる湾曲部が連結されて、観察窓が配置され
た先端部本体が湾曲部の先端に連結された構成の可撓性挿入部を備えた軟性内視鏡と、そ
の軟性内視鏡の可撓性挿入部を体内に案内するためのトラカールとが設けられた手術用内
視鏡装置において、可撓管部が通るトラカールの内周面又は可撓管部の外周面の少なくと
も一方が膨縮性を備えた壁面で形成されると共に、可撓管部がトラカールに通された状態
のときに可撓管部とトラカールとの間に磁力による吸引力が径方向に生じる磁石が可撓管
部の外周壁内とトラカールの内周壁内とに配置され、可撓管部がトラカールに通されて、
可撓管部側の磁石とトラカール側の磁石とが引き付け合うことにより、可撓管部の外周面
とトラカールの内周面とが、少なくともその一方が膨らんだ状態になって密着するもので
ある。
【００１０】
　なお、可撓管部に設けられた磁石が、可撓管部の軸線を囲んで配置された永久磁石であ
ってもよく、トラカールに設けられた磁石が、トラカールの軸線を囲んで配置された電磁
石であってもよい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、可撓管部がトラカールに通されて、可撓管部側の磁石とトラカール側
の磁石とが引き付け合うことにより、可撓管部の外周面とトラカールの内周面とが密着す
るので、トラカールに様々な外径の軟性内視鏡等を通しても気密を保つことができ、しか
も使い勝手が簡単で使い易い等の格別の効果を奏することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施例に係る手術用内視鏡装置の略示側面断面図である。
【図２】本発明の実施例に係る手術用内視鏡装置の略示側面断面図である。
【図３】本発明の実施例に係る手術用内視鏡装置の図２におけるIII－III断面図である。
【図４】本発明の実施例の手術用内視鏡装置に用いられる永久磁石の他の構成例の断面図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図２は、本発明の手術用内視鏡装置を示している。本発明の手術用内視鏡装置は、軟性
内視鏡１０とトラカール３０とで構成されている。
【００１４】
　内視鏡手術の際に体壁１００に突き刺された状態に配置されるトラカール３０は、軟性
内視鏡１０を体内に案内するためのガイド筒の役割を果しており、軟性内視鏡１０がトラ
カール３０内を通って体内に挿入される。トラカール３０の基端側には、体内に潜ってし
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まうのを防ぐための鍔状部３１が突出形成されている。
【００１５】
　この実施例のトラカール３０には、円筒状の電磁石３２が略全長にわたってトラカール
３０の軸線周りに配置されている。電磁石３２の磁極は内周面と外周面になっており、こ
の実施例では、内周面側がＳ極で、外周面側がＮ極になっている。ただし、その逆であっ
ても差し支えない。
【００１６】
　３３と３４は、電磁石３２をオン／オフさせるためのスイッチ釦とスイッチング回路で
あり、例えばスイッチ釦３３を一度押すと電磁石３２がオンになり、もう一度押すとオフ
になるように動作する。
【００１７】
　このように構成されたトラカール３０の外周側は硬質のプラスチック製であるが、電磁
石３２より内周側の部分は、弾力性のある材料で形成されて、その内周壁３０ｉが内方（
即ち、径方向における内方）に膨らむことができるように構成されている。
【００１８】
　電磁石３２はトラカール３０内で固定されておらず、柔軟な内周壁３０ｉを外周側から
弾性変形させて内方（径方向における内方）に移動することができるように配置されてい
る。
【００１９】
　トラカール３０内を緩く通過できる太さに形成された軟性内視鏡１０の可撓性挿入部は
、柔軟性のある可撓管部１１と、基端側からの操作で任意に屈曲させることができるよう
に可撓管部１１の先端に連結された湾曲部１２と、観察窓や照明窓等が先端面１３ａに配
置されて湾曲部１２の先端に連結された先端部本体１３とで構成されている。
【００２０】
　そして、可撓管部１１の基端に連結された操作部１４には、湾曲部１２を遠隔操作して
任意に屈曲させることができる湾曲操作ノブ１５等のような各種操作部材が配置されてい
る。
【００２１】
　湾曲部１２の構成は、公知の内視鏡の湾曲部と同様のものであり、例えば複数の関節輪
がリベット等で回動自在に連結されて構成された骨組体の外面に網状管が被覆され、さら
にその外面に、柔軟なゴムチューブ等が被覆された湾曲管により外装され、湾曲部１２の
先端部分に連結された湾曲操作ワイヤを操作部１４側から牽引操作することにより屈曲す
る。
【００２２】
　可撓性挿入部１１，１２，１３を構成するこの実施例の可撓管部１１は、公知の内視鏡
の可撓管部の構成に永久磁石１１０が略全長にわたって筒状に組み込まれた構成になって
いる。永久磁石１１０は、可撓管部１１の軸線を囲む円筒状に形成されている。
【００２３】
　図３は、トラカール３０内に可撓管部１１が通された状態における軸線方向に対して垂
直な断面（図２におけるIII－III断面）を図示している。可撓管部１１は、例えばばね性
を備えた金属帯材製の螺旋管１１１の外面に網状管１１２が被覆されて、その外面に沿っ
て永久磁石１１０が配置され、最外層に合成樹脂材の外皮１１３が押出成形等で被覆され
て外装されている。
【００２４】
　可撓管部１１内には、観察系の信号ケーブル２１、照明用ライトガイド２２、処置具挿
通チャンネル２３、送気送水チューブ類２４、及び湾曲操作ワイヤが挿通されているガイ
ドコイル２５等の各種内蔵物が全長にわたって挿通配置されている。
【００２５】
　永久磁石１１０は、例えば柔軟性のある合成樹脂材にフェライト等のような永久磁石粉
体が混合されたものであり、電磁石３２と同様に内周面側がＳ極で、外周面側がＮ極にな
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【００２６】
　このように構成された手術用内視鏡装置は、例えば図２に示されるように、軟性内視鏡
１０の可撓性挿入部１１，１２，１３をトラカール３０に外側から差し込んで挿入してい
き、可撓管部１１がトラカール３０に通された状態のとき、電磁石３２がオンにされると
、可撓管部１１に設けられた永久磁石１１０とトラカール３０に設けられた電磁石３２と
の間に磁力による吸着力が生じる。
【００２７】
　すると、図１に示されるように、電磁石３２が永久磁石１１０に引き寄せられることに
より、トラカール３０の弾力性のある内周壁３０ｉが内方に弾性変形して可撓管部１１の
外周面に隙間なく密着してそこを封止する。そして、電磁石３２をオフにすると、図２に
示されるように可撓管部１１の外周面とトラカール３０の内周壁３０ｉとの間に隙間があ
いた状態に戻る。
【００２８】
　このようにして、可撓管部１１の外径の大きさに関係なくトラカール３０の内周壁３０
ｉを可撓管部１１の外周面に密着させて、可撓管部１１の外周面とトラカール３０の内周
壁３０ｉとの間の気密を保つことができ、使い勝手が簡単であって非常に使い易い。
【００２９】
　なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えばトラカール３０側の電磁
石３２と可撓管部１１側の永久磁石１１０の磁極は、可撓管部１１側とトラカール３０側
とで吸引力が生じる関係に配置されていればよい。
【００３０】
　また、本発明において、トラカール３０側に設けられた電磁石３２を永久磁石に代えて
もよい。その場合、図４に例示されるように、永久磁石３２′を複数に周方向に分割配置
して、径方向に移動できるように構成しておくとよい。
【００３１】
　また、製造上の困難性を伴うが、軟性内視鏡１０の可撓管部１１として使用可能なもの
が製造できるのであれば、軟性内視鏡１０側に設けられた永久磁石１１０を電磁石に代え
ても差し支えない。
【００３２】
　そして本発明は、可撓管部１１側の磁石とトラカール側の磁石とが引き付け合うことに
より、可撓管部１１の外周面とトラカール３０の内周面とが、少なくともその一方が膨ら
むことによって密着する構成のものであればよい。
【符号の説明】
【００３３】
　１０　軟性内視鏡
　１１　可撓管部（可撓性挿入部）
　１２　湾曲部（可撓性挿入部）
　１３　先端部本体（可撓性挿入部）
　３０　トラカール
　３２　電磁石
　３２′　永久磁石
　１１０　永久磁石
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